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 日本のゴマ自給率はわずか 0.1 %であり,消費の

大部分を輸入に依存している.しかし,根強い国産

農産物への志向から,国産のゴマは高価格であり

ながら品薄状態となっており,三重県ではゴマ栽

培の振興に力を入れはじめている (伊藤 2016).

加えて,ゴマは近年機能性食品として世界でも注

目され,海外産のゴマも価格が高騰している（勝

田・大潟 2011）. 

 一方 , ゴマの花はウンカの寄生蜂である

Anagrus 属昆虫を誘引し,トビイロウンカの防除

効果が報告されている（Zhu et al. 2013, Lu et al. 
2015）. そのため,水田輪作でゴマを継続的に栽培

することで,稲麦二毛作地帯で問題となっている

ヒメトビウンカの密度低下効果も期待できる. 

 そこで本試験では,2018 年に,水田でのゴマ栽培

について,水稲の収穫期と作業競合を起こさない

作期を検討するとともに,水田でのゴマ栽培の問

題点について考察を行った.また,ゴマの花のヒメ

トビウンカ寄生蜂誘引能を評価した.また,2019 年

に,ゴマの播種深と出芽率の関係および栽植密度

と各栽培形質の関係を調査した. 

 

材料および方法 

 

(2018 年) 

1 水稲と作業競合しないゴマ作期の検討 

 2018 年,玉井試験場水田（灰色低地土・宝田統）

において,3 時期（5/15, 22, 29）,15 ㎡/区でゴマ品

種「まるひめ」を播種した .施肥は基肥とし

て,N,P2O5,K2O 各 8kg/10a,苦土石灰 550 kg/10a

を施用した.幅 70 cm の平畝,黒マルチに 45 cm 間

隔で播種深 3cm で千鳥まきし（3 粒／穴）,間引き

をして１本仕立てにした.マルチは収穫まで除去

しなかった.病害虫防除は実施しなかった. また,

水田土壌では出芽が安定しなかったため,1/5000a

ワグネルポットに水田土壌を入れ,ゴマ品種「まる

ひめ」をポット当たり 30 粒それぞれ播種して出

芽率調査を行った.覆土は 100mL の水田土壌また

はピートモスで行い,5/29 と 6/14 播種で各区 2 ポ

ット実施した. 

 開花始期や終期は達観調査とし,主茎蒴の半分

以上が裂開した日を成熟期とした.成熟期に各区

10 株を抜き取り,収量及び生育調査を実施した.ゴ

マ種子は 60℃で 48 時間通風乾燥したものの重量

を計測した.  

 

2 ヒメトビウンカ卵寄生蜂の寄生率調査 

 ゴマ圃場と隣接（6/28 移植 彩のきずな,距離

1m）および離れた（6/29 移植 彩のきずな,距離

100m）水稲栽培圃場において,ゴマの開花期間に

おとり法（大竹 1967）を用いて寄生率を調査し

た.ヒメトビウンカの卵を産み付けたイネ苗が入

ったポットを,8/13～8/15（開花終期頃）の間,水田

圃場に設置して寄生率を調査した. 
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(2019 年） 

3 ゴマ播種深と出芽率の関係調査 

 2019 年,玉井試験場水田（灰色低地土・宝田統）

において,無施肥で 6/13,7/17,9/13 に播種深 0～

10cm の範囲で 100 粒 / 2m を条播し,播種 1 週間

後に出芽率調査を行った. 

 

4 栽植密度と栽培形質の関係調査 

 2019 年,玉井試験場水田（灰色低地土・宝田統）

において,基肥 N,P2O5,K2O 各 8kg/10a,苦土石灰

を 200 kg/10a 施用し,5 月 23 日に条間 60cm,栽植

密度 3 水準（5 株,10 株,20 株/m）でゴマ品種「ま

るひめ」を播種した.栽植密度は播種 3～4 週間後

の間引きによって調整した. 除草は中耕によって

行い,害虫防除は開花始期にプレバソンフロアブ

ル 5（クロラントラニリプロール水和剤）を散布

した.収量調査は各区 1m の刈り取りを行い,実施

した.その他の調査は 1 に準ずる. 

 

結 果 

 
1 気象経過と生育状況 

（1）気象経過 

 気象図は図 6 として末尾に示した. 

(2018 年)  

 月平均気温は,栽培期間を通じて平年よりも高

く,高温年であった.降水量は,5 月を除いて平年並

みか平年より少なかった.関東甲信では観測史上

最も早い 6 月 29 日の梅雨明けとなった.8 月には

台風13号と20号が関東地方に接近した.日照時間

は,生育期間を通して平年より多照であった. 

 (2019 年) 

 月平均気温は,5,8 月で平年よりも高く,7 月は平

年よりも低かった.降水量は,6 月で平年よりも多

かった.関東甲信では 7 月 29 日の梅雨明けとなっ

た.日照時間は,7 月を除いて平年より多かった. 

（2）出芽 

 水田土壌で覆土すると,土壌表面が固まり,発芽

するものの出芽できない状況が見られた（図 1A）.

そこでポット栽培において水田土壌覆土とピート

モス覆土で出芽率・出芽勢を比較したところ,水田

土壌で覆土した場合に明らかに劣った（図 1B～

D）.また,2019 年には播種深別に出芽率を調査し

たが,回によるばらつきが大きく,一定の傾向は見

られなかった（図 2）. 

 

 

 

 

 

 

図 1 水田土壌でのゴマ出芽率 

 (A) 発芽したものの出芽できないゴマ幼植物 

 (B) 5/29 に播種し,6 月 20 日に撮影したもの.  

     左：水田土壌覆土 右：ピートモス覆土 

 (C) 5/29 播種の出芽率 

 (D) 6/14 播種の出芽率 

図 2 播種深とゴマ出芽率の関係 
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(3）湿害の発生 

 湿害と推定される症状を呈した株が 1 個体見ら

れた.根の表面や内部が褐変しており,生育が劣っ

ていた（図 3A～C）.根に植物病原糸状菌や細菌

の感染は認められなかった. 

 

 
 

（4）根系と土壌硬度 

 水田土壌では,根の生育が耕盤に阻まれ,うわ根

状の浅い根系となった.土壌硬度にして約 1MPa

で主根伸長は抑制され,1.5MPaでは主根伸長は困

難になると考えられた（図 4）. 

 

 

2 寄生蜂の誘引能 

 今回のおとり法を用いた調査により,ヒメトビ

ウンカに寄生する Anagrus sp.が,関東地方にも生

息していることが判明した（図 5A-C）.ゴマ近縁

水田で若干寄生率が高くなる傾向は見られたもの

の,有意な差は得られなかった（図 5D）. 

 

 

 

 

 

 

 

 
3 開花期および成熟期 

 開花始期は 7 月上旬,開花期間は 40 日間程度に

なった.成熟期は 8 月中下旬となった（表 1）.積算

気温からみると ,播種から開花までが 1000～

1050℃,開花から成熟までが 1200～1300℃であ

った. 

 
表 1 開花期および成熟期 

(2018年)
播種日開花始期 開花終期 成熟期

5/15 7月2日 8月11日 8月14日
5/22 7月4日 8月17日 8月19日
5/29 7月11日 8月22日 8月24日  

 

4 成熟期の形質と収量 

 播種日では,5/29 播種でやや草丈や最下蒴高が

小さくなる傾向が見られたものの基本的な形質に

図 3 ゴマの湿害様症状 

 (A) ゴマ植物体全体 (B) 根の外観 (C) 根の縦断面 

図 4 土壌硬度と土壌深の関係 

横軸が土壌深,縦軸が土壌硬度を示している.エラーバ

ーは土壌硬度の標準誤差,両向き矢印はゴマ主根のおお

よその分布範囲（主根長の 95%信頼区間の上端まで）

を示している. 

図 5 ヒメトビウンカ寄生蜂の調査 

 (A-B) おとり法実施の様子    

 (C) 本研究で確認されたヒメトビウンカ寄生蜂 

    Anagrus sp. 

 (D)寄生蜂寄生率 (各圃場ポット 3 反復) 

(2019年)
栽植密度 開花始期 開花終期 成熟期

5株/m 7月6日 8月19日 8月20日
10株/m 7月6日 8月19日 8月20日
20株/m 7月6日 8月19日 8月20日
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大きな差は見られず,いずれも約 200kg/10a の収

量だった（表 2）.いっぽう,栽植密度では,密植に

なると分枝が明らかに減少し,最下蒴高や分枝位

置が高くなり,蒴数が減少する傾向にあった.また,

密植ほど収量構成要素から算出した収量と実収の

差が大きかった（表 2）. 

 
表 2 成熟期調査 

(2018年)

播種日
草丈
(cm)

最下蒴高

（ｃｍ）

最下分枝

位置(cm)
主茎径

（cm)
主根長
(cm)

一次分

枝数

二次分

枝数

5/15 143 ab 42 a 6.6 2.8 18.3 7.7 5.5
5/22 152 a 40 a 5.4 2.7 18.0 7.2 6.2
5/29 139 b 34 b 6.3 2.5 18.0 9.1 6.9  

播種日
主茎
蒴数

分枝
蒴数

総蒴
数

千粒
重(g)

収量
(kg/10a)

5/15 57 370 427 1.88 198
5/22 63 401 464 1.97 200
5/29 43 405 448 1.87 207  

 

(2019年)

栽植密度
草丈
(cm)

最下蒴高
(cm)

最下分枝

位置(cm)
主茎径
(cm)

主根長
(cm)

一次分

枝数

二次分

枝数

5株/m 184 39 a 5.8 a 1.8 a 15.2 5.2 a 2.3 a
10株/m 179 44 a 18.3 b 1.3 b 14.3 3.2 b 0.4 b
20株/m 182 56 b 26.4 c 1.3 b 15.3 3.1 b 0 b  

栽植密度
主茎
蒴数

分枝
蒴数

総蒴数
一蒴内
粒数

千粒
重(g)

収量
(kg/10a)

算出収量
(kg/10a)

実収/
算出

5株/m 65 a 148 a 213 a 62.5 1.97 196 218 0.90
10株/m 58 ab 73 b 131 b 62.4 1.87 199 255 0.78
20株/m 50 b 56 b 105 b 62.3 1.82 249 398 0.63
異なるアルファベットはtukey検定で95パーセント有意であることを示している.
一朔内粒数,千粒重,収量は各区２反復のため検定は行っていない.
分枝数,蒴数は1株当たりの平均を示す.  

 

考 察 

 
1 水田におけるゴマの播種 

 ゴマは約 20℃以上で発芽し,発芽適温は品種に

もよるがおおよそ 25-40℃である（熊﨑 2010）.

本試験でも,気温の低い 5/15 播種時は出芽がばら

つき,一部捕植を要した. 

 また,水田土壌の覆土では,土壌表面にクラスト

が形成され,出芽率が低下した.クラストは,多量の

降雨で土表面の団粒構造が破壊されることで形成

される（小原 2008）.そのため,梅雨時はクラスト

形成による出芽不良のリスクが高い. 

 一方,ゴマは開花期が高温であるほど多収とな

り,短日条件で花成が促進され,開花節数は減少す

るという性質を持ち（熊﨑 2010）,7 月以降の播

種では低収となる（家田ら 1999）.また,9 月以降

の収穫では,収穫期が水稲と重なり,台風による倒

伏リスクも高まる. 

 これらの要因から,出芽が良好かつ,開花期間が

最も高温となる 5 月下旬～6 月上旬の播種が最適

と考えられた.しかし,この作期は冬作なしの場合

やオオムギ後作なら可能であるが,コムギでは不

可能であるため,種々の問題点はあるものの,今後

は 6 月下旬播種の検討も必要であると考えられた.

また,播種深と出芽率の関係は不明瞭で,播種深制

御による出芽率向上は困難であると考えられた.

そのため,栽培性に問題が出ない最大の栽植密度

を明らかにし,その密度を基準としてやや高密度

に播種するという対策が考えられる.また,移植栽

培とのコスト比較なども行う必要があると考えら

れる. 

 

2 水田におけるゴマの根系 

 本試験では,ゴマの主根は土壌硬度 1～1.5MPa

の耕盤層付近の地点で伸長が停止し,うわ根状の

浅い根系となった.地下水位が高いことも原因の

一つと考えられる.水田で栽培されたゴマは,根系

の差により通常より湿害には強く,倒伏耐性が弱

いなどの差があると推察される. 

 湿害様の症状を呈した株は 1 株のみであった.

ゴマの耐湿性については,播種 15日後から 1cmの

湛水条件を保って栽培すると 77%程度減収し,播

種 30 日後からでは 29%程度減収するという報告

があり（Mensah et al. 2006）,生育後期よりも初

期の湿害に弱いと考えられる.水田における根系

分布はうわ根状であり,2年間の栽培で後期の湿害

はほとんど発生しなかったことから,水田でのゴ

マ栽培では初期湿害の回避技術が重要であると考

えられた. 

 耐倒伏性については根系が浅くなり,畑作と比

較すると劣ると考えられる.しかし,早生品種を 5

月末頃に播種することで,8月中の収穫が可能であ

るため（表 1）,生育期間と台風のピークをずらす

ことができる.中耕培土による対策も検討する必

要がある. 

 

3 ゴマのヒメトビウンカ寄生蜂の誘引能 

 ゴマ栽培地周辺と遠隔地の水田において寄生率

に有意な差は認められなかったものの,ヒメトビ

ウンカに寄生する Anagrus 属昆虫は関東地方で
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は初確認であると考えられる.寄生率の調査時期

が終花期と近く,ゴマの花の寄生蜂誘引能が発揮

されなかった可能性があるため,今後開花盛期に

調査を行う必要があると考えられた. 

 

4 埼玉県内水田におけるゴマの生育と収量 

 2018 年試験では,5 月中のいずれの播種時期に

おいても生育や収量は,概ね変わらず,いずれの播

種期も 8 月中に収穫が可能であった. 

約 200kg/10aと多収であったが,これは 2018年が

高温年であったことと,マルチ栽培によって地温

が上昇したこと（熊﨑 2010）によって増収した

ためと考えられる.ゴマは,開花期が高温であるほ

ど増収するため,夏季が高温となる埼玉県北部の

気候と相性が良いと考えられる. 

 栽植密度に関しては,2018 年試験では約 4500

株/10a としたが,機械収穫の観点から見ると最下

蒴高や分枝位が低いなどの問題点が見受けられた.

ゴマは 20000～50000株/10a程度の密植条件のほ

うが多収となり,最下蒴高は上昇するという報告

があり（Delgado and Yermanos 1973, Caliskan 

et al. 2004, Roy et al. 2009）, 気象や土壌環境が

異なる本試験でも同様の傾向が見られている. 播

種時の湿害やクラスト等による出芽不良のリスク

も考えると, 倒伏や減収しない範囲での密播を行

うことが適切であると考えられ, 適切な播種量に

ついて検討が必要である.一方, 密植になるほど

主茎蒴が収量の多くを占めるようになるため, 主

茎蒴の半数の裂開で成熟期を定義すると, 収穫ロ

スが増加することが懸念される.本試験において

も栽植密度が高まるにしたがい, 実収と算出収量

の差が大きくなっており,品質と収量から見た収

穫時期の検討が必要と考えられた. 

 

5 今後の課題 

 本研究では,水田におけるゴマ栽培の可能性と

問題点についてある程度把握することができた.

田畑輪換を行うことで,土壌病害や雑草の対策に

もなるため,登録農薬が少なく,除草剤に至っては

現状皆無であるゴマの栽培には有用な技術である

と考えられる. 

 本研究では施肥量は一律に窒素 8kg/10a とし

た.適正量については,様々な報告があるが,おおよ

そ窒素で 5～8kg/10a の範囲で最も多収となるこ

とが多く（Haruna 2011, Malik et al. 2003, 

Basavaraj et al. 2000）, 今後この範囲で検討を

行う必要がある.また, カリウムは施肥効果がな

いという報告もあり（Shehu et al. 2010）, カリ

ウムを低減することでコストや環境負荷の削減が

できる可能性もある. 

 また,近年三重県を中心としてゴマ収穫調製の

機械化が取り組まれている（伊藤 2018）.今後ゴ

マは土地利用型作物になっていくと考えられ,機

械化体系に合わせた省力的な栽培技術が求められ

る.追肥や中耕培土,畝立てなどの有無もゴマの収

量や品質だけでなく機械収穫における作業性を考

慮して検討すべきであろう. 

 また,ゴマは株の下方と上方で蒴果の成熟時期

が異なり,成熟した蒴果ははじけてしまうため,収

穫のロスが問題となる（Georgiev et al. 2009）.

今後は,海外で導入されているような難裂蒴性品

種の育種も求められる. 
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図 6 気象図 熊谷地方気象台値.平年値を下回った部分を黒塗りで示した.気温は上から最高,平均,最低. 

2018 2019 
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